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クライアント設定の概要
Cisco Jabberは、次のソースから設定を取得できます。
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サービスプロファイル

Cisco Unified Communications Managerバージョン 9以降の UCサービスプロファイルでクラ
イアントを設定できます。ユーザがクライアントを初めて起動する際に、DNS SRVレコー
ドを使用して Cisco Unified Communications Managerホームクラスタを検出し、UCサービス
プロファイルから自動的に設定を取得します。

オンプレミスでの導入の場合のみ適用します。

電話機設定

Cisco Unified Communications Managerバージョン 9以降の電話設定でクライアントを設定で
きます。クライアントは、UCサービスプロファイルの設定に加え、電話設定から設定を
取得します。

オンプレミスでの導入の場合のみ適用します。

Cisco Unified PresenceまたはCisco Unified Communications Manager IM and Presence Service

インスタントメッセージとプレゼンス機能を有効にして、プレゼンスサブスクリプション

要求などの特定の設定を構成できます。

Cisco Unified CommunicationsManagerバージョン 9以降を備えたサービスディスカバリを使
用しない場合、クライアントは UCサービスを Cisco Unified PresenceまたCisco Unified
Communications Manager IM and Presence Serviceから取得します。

オンプレミスでの導入の場合のみ適用します。

クライアントコンフィギュレーションファイル

設定パラメータを含む XMLファイルを作成できます。そして、TFTPサーバの XMLファ
イルをホスティングします。ユーザがログインする際に、クライアントはTFTPサーバから
XMLファイルを取得し、設定を適用します。

オンプレミスとクラウドベースの展開に適用します。

Cisco WebEx管理ツール

Cisco WebEx管理ツールで、あるクライアントを設定できます。

クラウドベースの展開にのみ適用します。

Cisco Unified Communications Managerでのクライアント
の設定

Cisco Unified Communications Managerバージョン 9以降の UCサービスプロファイルでクライア
ントを設定できます。
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重要 • Cisco Jabberは、クライアントは、DNSクエリーから _cisco-uds SRVレコードを取得
する場合のみ、CiscoUnifiedCommunicationsManagerのサービスプロファイルから設定を
取得します。

サービスディスカバリの DNS環境を設定しない場合、サービスプロファイルにクライ
アントを設定できません。

ハイブリッド環境では、CASURLルックアップが成功した場合、Cisco Jabberは設定内容
を Cisco WebEx Messengerサービスから取得し、_cisco-uds SRVレコードは無視され
ます。

•複数のCiscoUnifiedCommunicationsManagerクラスタを使用した環境では、クラスタ間検
索サービス（ILS）を設定する必要があります。 ILSにより、クライアントは、ユーザの
ホームクラスタの検索とサービスの検出が可能になります。

ILSの設定方法については、『Cisco Unified Communications Manager Features and Services
Guide』の適切なバージョンを参照してください。

サービスプロファイルのパラメータの設定

クライアントは、サービスプロファイルからUCサービス設定、および他の設定を取得できます。

サービスプロファイルのパラメータ

サービスプロファイルで設定する設定パラメータについて説明します。クライアントコンフィ

ギュレーションファイル内の対応するパラメータを確認します。

IM and Presence プロファイル

次の表では、インスタントメッセージとプレゼンスのプロファイルで設定できるコンフィギュ

レーションパラメータを示しています。
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説明IM and Presence サービスの設定

Cisco Jabberに認証ソースを提供し、次の値を持
つ。

Unified CM（IM and Presence）

Cisco Unified Presenceまたは Cisco Unified
Communications Manager IM and Presence
Serviceは、オーセンティケータです。

WebEx（IM and Presence）

CiscoWebExMessengerサービスは、オーセ
ンティケータです。

このリリースの時点で、クライア

ントは、SRVレコードのクエリー
に加え、HTTPクエリーを発行し
ます。HTTPクエリーは、クライ
アントが Cisco WebEx Messenger
サービスに対して認証するかどう

かを指定することができます。

HTTPクエリーの結果として、ク
ライアントは、_cisco-udsSRV
レコードを取得する前に、クラウ

ドベースの展開で Cisco WebEx
Messengerサービスに接続しま
す。サービスが CASの参照に
よってすでに検出されている場

合、WebExへ [製品タイプ
（Product type）]フィールドの値
を設定すると、実用的な効果がな

い場合があります。

（注）

未設定（Not set）

サービスプロファイルが IM and presence
サービス設定を含めない場合、オーセン

ティケータは Cisco Unified Communications
Managerです。

製品タイプ（Product Type）
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説明IM and Presence サービスの設定

プライマリプレゼンスサーバのアドレスを指定

します。

オンプレミス展開

Cisco Unified Presenceまたは Cisco Unified
Communications Manager IM and Presence
Serviceの完全修飾ドメイン名（FQDN）を
指定する必要があります。

クラウドベース展開

クライアントは、製品タイプパラメータの

値としてWebExを選択する際に、デフォル
トとして次の URLを使用します。
https://loginp.webexconnect.com/cas/auth.do

このデフォルトのURLは、設定した値を上
書きします。

プライマリサーバ（Primary Server）

ボイスメールプロファイル（Voicemail Profile）

次の表では、ボイスメールのプロファイルで設定される設定パラメータを示します。

説明ボイスメールサービスの設定

ボイスメールサーバに対して接続設定を指定し

ます。

サービスプロファイルのボイスメール機能でユー

ザをプロビジョニングする詳細については、

『Server Setup Guide』を参照してください。

ボイスメールサーバ（Voicemail server）

ボイスメールサービスでの認証を行うために、

クライアントがインスタントメッセージおよび

プレゼンス、または会議サービスのクレデンシャ

ルを使用することを指定します。

設定したクレデンシャルソースがボイスメール

のクレデンシャルと一致することを確認します。

このパラメータに値を設定すると、ユーザは、ク

ライアントユーザインターフェイスでボイスメー

ルサービスのクレデンシャルを指定できません。

ボイスメールサービスのクレデンシャルソー

ス（Credentials source for voicemail service）
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会議プロファイル（Conferencing Profile）

次の表では、会議プロファイルで設定される設定パラメータを示します。

説明会議サービスの設定

会議サーバに対して接続設定を指定します。

サービスプロファイルの会議機能でユーザをプ

ロビジョニングする詳細については、『Server
Setup Guide』を参照してください。

会議サーバ（Conferencing server）

会議サービスでの認証を行うために、クライア

ントがインスタントメッセージおよびプレゼン

ス、またはボイスメールサービスのクレデンシャ

ルを使用することを指定します。

設定したクレデンシャルソースが会議のクレデ

ンシャルと一致することを確認します。

Web会議サービスのクレデンシャルソース
（Credentials source for web conference service）

ディレクトリのプロファイル（Directory Profile）

サービスプロファイルのディレクトリ統合に関する詳細については、「Directory Integration」章
を参照してください。

CTI プロファイル（CTI Profile）

次の表では、CTIプロファイルで設定される設定パラメータを示します。

説明CTI サービス設定

CTIサーバの接続設定を指定します。

CTIサービスでのユーザのプロビジョニングの
詳細については、『Server Setup Guide』を参照
してください。

CTIサーバ（CTI Server）

UC サービスの追加
UCサービスを使用して、インスタントメッセージやプレゼンス、ボイスメール、会議、ディレ
クトリといったサービスのアドレス、ポート、プロトコル、その他設定を指定します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User Settings）] > [UCサービス（UC Service）]
を選択します。
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[UCサービスの検索と一覧表示（Find and List UC Services）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]を選択します。
[UCサービスの設定（UC Service Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 必要な [UCサービスタイプ（UC Service Type）]を選択し、[次へ（Next）]をクリックします

ステップ 5 必要に応じて UCサービスを設定し、[保存（Save）]を選択します。

次の作業

サービスプロファイルに UCサービスを追加します。

サービスプロファイルの作成

UCサービスを追加して構成したら、サービスプロファイルに追加します。サービスプロファイ
ルの追加設定を適用できます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ユーザ管理（UserManagement）] > [ユーザ設定（UserSettings）] > [サービスプロファイル（Service
Profile）]の順に選択します。
[UCサービスの検索と一覧表示（Find and List UC Services）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]を選択します。
[サービスプロファイルの設定（Service Profile Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [名前（Name）]フィールドにサービスプロファイルの名前を入力します。

ステップ 5 サービスプロファイルに、クラスタのデフォルトにする場合は、[システムデフォルトのサービス
プロファイルに設定（Make this the default service profile for the system）]を選択します。

Cisco Unified Communications Managerバージョン 9.xだけで、インスタントメッセージ
（IMのみ）機能だけを持つユーザはデフォルトのサービスプロファイルを使用する必
要があります。したがって IMのみのユーザだけにサービスプロファイルを適用する場
合は、デフォルトとしてサービスプロファイルを設定する必要があります。

（注）

ステップ 6 UCサービスを追加し、追加設定を適用し、[保存（Save）]を選択します。

次の作業

エンドユーザ設定にサービスプロファイルを適用します。
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サービスプロファイルの適用

UCサービスを追加し、サービスプロファイルを作成すると、ユーザにサービスプロファイルを
適用します。ユーザがに Cisco Jabberログインすると、クライアントは、そのユーザのサービス
プロファイルを Cisco Unified Communications Managerから取得できます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ユーザ管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]を選択します。
[ユーザの検索と一覧表示（Find and List Users）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 既存のユーザを見つけるために検索条件を入力し、リストからユーザを選択します。

[エンドユーザの設定（End User Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [サービス設定（Service Settings）]セクションを見つけます。

ステップ 5 [UCサービスプロファイル（UC Service Profile）]ドロップダウンリストからユーザに適用する
サービスプロファイルを選択します。

Cisco Unified Communications Managerバージョン 9.xのみ：ユーザがインスタントメッ
セージとプレゼンス機能（IMのみ）のみを持つ場合、[デフォルトを使用（UseDefault）]
を選択する必要があります。 IMのみのユーザは、Cisco Unified Communications Manager
バージョン 9.xで、[UCサービスプロファイル（UC Service Profile）]ドロップダウンリ
ストからの選択内容に関係なく、デフォルトのサービスプロファイルを適用します。

重要

ステップ 6 必要に応じてその他の設定を適用し、[保存（Save）]を選択します。

デバイスへのユーザの関連付け

Cisco Unified Communications Managerバージョン 9.xのみにおいて、クライアントがユーザのサー
ビスプロファイルを取得しようとするときは、最初に Cisco Unified Communications Managerから
デバイスのコンフィギュレーションファイルを取得します。クライアントは、ユーザに適用した

サービスプロファイルを取得するために、デバイス設定を使用できます。

たとえば、CSFAKenzi という名前の CSFデバイスとADAMMcKenzieをプロビジョニングしま
す。クライアントは、Adamがログインした際に、Cisco Unified Communications Managerから
CSFAKenzi.cnf.xmlを取得します。クライアントは、CSFAKenzi.cnf.xmlで次を検索しま
す。

<userId serviceProfileFile="identifier.cnf.xml">amckenzi</userId>

したがって、Cisco Unified Communications Managerバージョン 9.xを使用した場合、クライアント
がユーザに適用されたサービスプロファイルを取得することが可能であることを保証するには、

次を実行する必要があります:

•ユーザをデバイスに関連付けます。
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•適切なユーザにデバイス設定の [オーナーのユーザ ID（Owner User ID）]フィールドを設定
します。この値が設定されていない場合、クライアントはデフォルトのサービスプロファ

イルを取得します。

手順

ステップ 1 ユーザをデバイスに関連付けます。

a) [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。
b) [ユーザ管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]を選択します。
c) 適切なユーザを検索し、選択します。

[エンドユーザの設定（End User Configuration）]ウィンドウが表示されます。
d) [デバイス情報（Device Information）]セクションで [デバイスの割り当て（DeviceAssociation）]
を選択します。

e) 必要に応じて、デバイスにユーザを関連付けます。
f) [エンドユーザの設定（End User Configuration）] ウィンドウに戻り、[保存（Save）]を選択し
ます。

ステップ 2 デバイス設定の [オーナーのユーザ ID（Owner User ID）]フィールドを設定します。
a) [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]の順に選択します。
b) 適切なデバイスを検索し、選択します。

[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが開きます。
c) [デバイス情報（Device Information）]セクションを探します。
d) [オーナー（Owner）]フィールドの値として[ユーザ（User）]を選択します。
e) [オーナーのユーザ ID（Owner User ID）]フィールドから対象のユーザ IDを選択します。
f) [保存（Save）]を選択します。

電話の設定パラメータの設定

クライアントは、Cisco Unified Communications Managerの次の場所から電話の設定を取得できま
す。

Enterprise Phone Configuration

クラスタ全体に適用されます。

インスタントメッセージングとプレゼンス機能（IMのみ）を持つ個
人に対して、電話の設定パラメータを [エンタープライズ電話の設定
（Enterprise Phone Configuration）]ウィンドウで設定します。

（注）
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Common Phone Profile Configuration

デバイスのグループを適用し、クラスタ設定より優先します。

Cisco Unified Client Services Framework（CSF）電話機の設定

個々の CSFのデバイスを適用し、グループ設定より優先します。

電話の設定パラメータ

次の表には、電話機設定の [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）]セク
ションで設定でき、クライアントコンフィギュレーションファイルから対応するパラメータの

マッピングされる設定パラメータを示しています。

説明デスクトップクライアントの設定

ビデオ機能を有効または無効にします。

有効（Enabled）

ユーザはビデオコールを発信および受信できま

す。これがデフォルト値です。

無効（Disabled）

ユーザはビデオコールを送受信できません。

このパラメータは、CSFのデバイス設定
でだけ使用可能です。

制約事項

ビデオコール（Video Calling）

ユーザに対して、特定のファイルタイプの転送の制限

をします。

値としてセットファイル拡張子を設定します

（例：.exe）。

複数の値を区切るには、セミコロンを使用します。次

に例を示します。

.exe;.msi;.rar;.zip

ファイル転送でブロックするファイルタ

イプ（File Types to Block in File Transfer）
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説明デスクトップクライアントの設定

クライアント初回起動時のユーザの電話タイプを設定

します。初回起動後、ユーザは電話タイプを変更でき

ます。クライアントは、ユーザ設定を保存し、以降の

起動でその設定を使用します。

有効（Enabled）

コールにデスクフォンデバイスを使用します。

無効（Disabled）

コールにソフトフォン（CSF）デバイスを使用
します。これがデフォルト値です。

電話制御での自動起動（AutomaticallyStart
in Phone Control）

クライアント更新情報を保持する XMLファイルに
URL指定します。クライアントは、Webサーバから
XMLファイルを取得するために、このURLを使用し
ます。

ハイブリッドクラウドベースの展開では、自動更新を

設定するためにCiscoWebEx管理ツールを使用する必
要があります。

Jabber forWindowsソフトウェア更新サー
バ URL（Jabber For Windows Software
Update Server URL）

ユーザが問題レポートを送信できるように、カスタム

スクリプトの URLを指定します。
問題レポートのサーバ URL（Problem
Report Server URL）

クライアントコンフィギュレーションファイルの作成と

ホスティング
オンプレミスとハイブリッドクラウドベースの展開で、クライアントコンフィギュレーション

ファイルを作成し、Cisco Unified Communications Manager TFTPサービスでホスティングします。

クラウドベースの展開では、Cisco WebEx管理ツールでクライアントを設定する必要がありま
す。ただし、Cisco WebEx管理ツールで使用できない設定でクライアントを設定するために、オ
プションで TFTPサーバを設定することができます。
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ほとんどの環境では、クライアントがサービスに接続するための設定は必要はありません。

次のようなカスタムコンテンツをなどが必要な場合のみ、コンフィギュレーションファイル

を作成する必要があります。

重要

•埋め込み HTMLタブ

•自動アップデート

•問題のレポート

•ユーザポリシーとオプション

クライアントコンフィギュレーションファイル

コンフィギュレーションファイルを展開する前に、グローバルおよびグループコンフィギュレー

ションファイルの違いを確認します。正常にコンフィギュレーションファイルを展開するには、

サポートされるサポートされる符号化方式などのコンフィギュレーションファイルの要件を確認

する必要があります。

グローバル設定ファイル

グローバル設定ファイルは、すべてのユーザに適用されます。クライアントは、ログインシーケ

ンス中に TFTPサーバのグローバル構成ファイルをダウンロードします。

グローバル設定ファイルのデフォルト名は、jabber-config.xmlです。

グループ設定ファイル

グループ設定ファイルは、ユーザのサブセットに適用されます。グループ設定ファイルは、グ

ローバル設定ファイルよりも優先されます。

Cisco Jabberは、ユーザが電話アカウントに初めてサインインした後に、グループ設定ファイルを
取得します。クライアントは、ユーザにログインするよう指示します。 2回目のログインシーケ
ンスの間、クライアントは TFTPサーバからグループ設定ファイルをダウンロードします。

Cisco Jabberは、グループ設定ファイルを次の手順で読み込みます。

ユーザがサインインしていない場合

1 ユーザがサインインすると、クライアントは設定が変更されたことをユーザに通知しま

す。

2 ユーザがサインアウトします。

3 ユーザがログインすると、クライアントがグループ設定をロードします。
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ログインしたユーザがコールにソフトフォンを使用します。

1 クライアントは、設定の変更に関してユーザに通知します。

2 ユーザがサインアウトします。

3 ユーザがログインすると、クライアントがグループ設定をロードします。

ログインしたユーザがコールにデスクフォンを使用します。

1 ユーザがサインアウトします。

2 ユーザがサインインすると、クライアントは設定が変更されたことをユーザに通知しま

す。

3 ユーザがサインアウトします。

4 ユーザがログインすると、クライアントがグループ設定をロードします。

ユーザがサインアウトする前に、ソフトフォンを使用してコールするオプションを選択し

た場合、クライアントはユーザにサインアウトしてからサインインし直すよう指示し、グ

ループ設定を読み込みます。

グループ設定ファイル名

Cisco Unified Communications Managerの CSFデバイス設定の [シスコサポートフィールド（Cisco
Support Field）]で、グループ設定ファイルの名前を指定します。

Cisco Unified Communications Managerの CSFデバイス設定のグループ設定ファイルの名前を削除
すると、クライアントが変更を検出し、ユーザにサインアウトするよう指示し、グローバル設定

ファイルを読み込みます。 CSFデバイス設定のグループ設定ファイル名を削除するには、
configurationFile=group_configuration_file_name.xml文字列全体を削除するか、
文字列からグループ設定ファイル名を削除します。

ユーザがデスクフォン以外のデバイスを所有していない場合は、次のコマンドライン引数を使用

して、インストール中に異なるグループに対して一意の名前の設定ファイルを指定してください。

TFTP_FILE_NAME

設定ファイルの要件

•設定ファイル名は、大文字と小文字を区別します。エラーを回避し、クライアントが TFTP
サーバからファイルを取得できるよう、ファイル名には小文字を使用してください。

•設定ファイルには、utf-8エンコーディングを使用する必要があります。

•クライアントは、有効な XML構造のない設定ファイルは読み込めません。設定ファイルの
構造で終了要素をチェックし、要素が正しく入れ子になっていることを確認します。
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• XMLには、有効な XML文字エンティティ参照しか含めることができません。たとえば、&
ではなく &amp;を使用してください。XMLに無効な文字を含めると、クライアントはコン
フィギュレーションファイルを解析できません。

Microsoft Internet Explorerで設定ファイルを開き、無効な文字やエンティティ
がないことを確認します。

Internet ExplorerにXML構造の全体が表示される場合は、設定ファイルには無
効な文字やエンティティは含まれていません。

Internet ExplorerにXML構造の一部しか表示されない場合は、設定ファイルに
は無効な文字やエンティティが含まれている可能性があります。

ヒント

TFTP サーバアドレスの指定
クライアントは、TFTPサーバからコンフィギュレーションファイルを取得します。クライアン
ト設定の最初のステップは、クライアントがコンフィギュレーションファイルにアクセスできる

ようにするため、TFTPサーバのアドレスを指定することです。

Cisco Jabberが、DNSクエリーから _cisco-uds SRVレコードを取得すると、自動的にユー
ザのホームクラスタの検索ができます。その結果、クライアントは、Cisco Unified
Communications Manager TFTPサービスを見つけることができます。

_cisco-uds SRVレコードを導入する場合、TFTPサーバアドレスを指定する必要はありま
せん。

注目

Cisco Unified Presenceでの TFTP サーバの指定
次の手順を実行して、Cisco Unified Presenceで TFTPサーバのアドレスを指定します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Presenceの管理（Cisco Unified Presence Administration）]インターフェイスを開きま
す。

ステップ 2 [アプリケーション（Application）] > [Cisco Jabber][設定（Settings）]の順に選択します。
Cisco Unified Presenceのバージョンによっては、パスは次のようになります。[アプリ
ケーション（Application）] > [CiscoUnified Personal Communicator] > [設定（Settings）]。

（注）

[Cisco Jabberの設定（Cisco Jabber Settings）]Cisco Jabber Settingsウィンドウが開きます。

ステップ 3 次のセクションの 1つで TFTPサーバを指定するフィールドを探します。セクションは、Cisco
Unified Presenceのバージョンにより異なります。
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• Cisco Jabberのセキュリティ設定（Cisco Jabber Security Settings）

• CUPCグローバル設定（CUPC Global Settings）

ステップ 4 次のフィールドで、プライマリおよびバックアップの TFTPサーバの IPアドレスを指定します。

•プライマリ TFTPサーバ（Primary TFTP Server）

•バックアップ TFTPサーバ（Backup TFTP Server）

•バックアップ TFTPサーバ（Backup TFTP Server）

ステップ 5 [保存（Save）]を選択します。

Cisco Unified Communications Manager IM and Presence Serviceでの TFTP サーバの指定
次の手順を実行して、Cisco Unified Communications Manager IM and Presence Serviceで TFTPサー
バのアドレスを指定します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM IM and Presenceの管理（Cisco Unified CM IM and Presence Administration）]イン
ターフェイスを開きます。

ステップ 2 [アプリケーション（Application）] > [レガシークライアント（LegacyClients）] > [設定（Settings）]
の順に選択します。

[レガシークライアントの設定（Legacy Client Settings）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [レガシークライアントのセキュリティ設定（Legacy Client Security Settings）]セクションを探し
ます。

ステップ 4 次のフィールドで、プライマリおよびバックアップの TFTPサーバの IPアドレスを指定します。

•プライマリ TFTPサーバ（Primary TFTP Server）

•バックアップ TFTPサーバ（Backup TFTP Server）

•バックアップ TFTPサーバ（Backup TFTP Server）

ステップ 5 [保存（Save）]を選択します。

電話モードでの TFTP サーバの指定
電話機モードでクライアントを展開する場合、TFTPサーバのアドレスを次のように指定できま
す。
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•クライアントを起動した際に、ユーザは手動で TFTPサーバアドレスを入力できる。

• TFTP引数を使用してインストール時に TFTPサーバアドレスを指定する。

Cisco WebEx 管理ツールによる TFTP サーバの指定
クライアントが Cisco WebEx Messengerサービスに接続すると、Cisco WebEx管理ツールで TFTP
サーバのアドレスを指定します。

手順

ステップ 1 Cisco WebEx管理ツールを開きます。

ステップ 2 [設定（Configuration）]タブを選択します。

ステップ 3 [追加サービス（Additional Services）]セクションで [Unified Communications]を選択します。
[Unified Communications]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [クラスタ（Clusters）]タブを選択します。

ステップ 5 適切なクラスタをリストから選択します。

[クラスタの編集（Edit Cluster）]ウィンドウが開きます。

ステップ 6 [Cisco Unified Communications Managerサーバの設定（Cisco Unified Communications Manager Server
Settings）]セクションで [サーバの詳細設定（Advanced Server Settings）]を選択します。

ステップ 7 [TFTPサーバ（TFTPServer）]フィールドでプライマリTFTPサーバの IPアドレスを指定します。

ステップ 8 [バックアップサーバ 1（Backup Server #1）]フィールドと [バックアップサーバ 2（Backup Server
#2）]フィールドでバックアップ TFTPサーバの IPアドレスを指定します。

ステップ 9 [保存（Save）]を選択します。
[クラスタの編集（Edit Cluster）]ウィンドウが閉じます。

ステップ 10 [Unified Communications]ウィンドウで [保存（Save）]を選択します。

グローバル設定の作成

導入において、すべてのユーザのクライアントを設定します。

複数の TFTPサーバがある環境の場合、すべての TFTPサーバで設定ファイルを同じにする必
要があります。

メモ

手順

ステップ 1 任意のテキストエディタを使用してjabber-config.xmlという名前のファイルを作成します。
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ファイル名には小文字を使用してください。•

• UTF-8エンコードを使用してください。

ステップ 2 jabber-config.xmlで必須の設定パラメータを定義します。

コンフィギュレーションファイルの構造が無効な場合、クライアントでは、設定した値を読み

取れません。詳細については、本章の XMLサンプルを確認してください。

ステップ 3 TFTPサーバ上でグループ設定ファイルをホストします。

グループ設定の作成

異なるユーザのセットに異なるクライアント設定を適用します。

CSFのデバイスを持つユーザをプロビジョニングする場合、デバイス設定で [シスコサポート
フィールド（Cisco Support Field）]フィールドにグループコンフィギュレーションファイル名を
指定します。

ユーザに CSFのデバイスがない場合は、引数 TFTP_FILE_NAMEを使用してインストール時に各
グループの一意の構成ファイル名を設定します。

はじめる前に

[シスコサポートフィールド（Cisco Support Field）]フィールドは、Cisco Unified Communications
Managerバージョン 8.6.xまたはそれ以前のバージョンには存在しません。次のように COPファ
イルを適用する必要があります。

1 Cisco Jabber管理パッケージをダウンロードします。
2 ciscocm.addcsfsupportfield.copをCisco Jabber管理パッケージからファイルシステム
にコピーします。

3 Cisco Unified Communications Managerに ciscocm.addcsfsupportfield.copを展開しま
す。

COPファイルを展開する手順については、Cisco Unified Communications Managerのマニュアル
を参照してください。

COPファイルにより、[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウの [デスクトップクライア
ントの設定（Desktop Client Settings）]セクションで [シスコサポートフィールド（Cisco Support
Field）]フィールドが CDFデバイスに追加されます。

手順

ステップ 1 任意のテキストエディタを使用して XMLグループ設定ファイルを作成します。
グループ設定ファイルには、適切な名前を指定できます（例：jabber-groupa-config.xml）。
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•ファイル名には小文字を使用してください。

• UTF-8エンコードを使用してください。

ステップ 2 グループ設定ファイルで必須の設定パラメータを定義します。

コンフィギュレーションファイルの構造が無効な場合、クライアントでは、設定した値を読み

取れません。詳細については、本章の XMLサンプルを確認してください。

ステップ 3 グループコンフィギュレーションファイル名を指定します。

a) [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。
b) [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]の順に選択します。
c) グループ設定ファイルを適用する適切な CSFデバイスを検索して選択します。

[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが開きます。

d) [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）] > [デスクトップクライアント
の設定（Desktop Client Settings）]に移動します。

e) [シスコサポートフィールド（Cisco Support Field）]フィールドに、
configurationfile=group_configuration_file_name.xmlを入力します。
たとえば、次のように入力します：configurationfile=groupa-config.xml

複数のエントリを区切るには、セミコロンを使用します。複数のグループコンフィギュ

レーションファイルを追加しないでください。クライアントは、[シスコサポートフィー
ルド（Cisco Support Field）]フィールドの最初のグループ設定だけを使用します。
TFTPサーバ上でデフォルトディレクトリ以外の場所にあるグループ設定ファイルをホスト
する場合には、パスとファイル名を指定する必要があります（例：

configurationfile=/customFolder/jabber-groupa-config.xml）。

f) [保存（Save）]を選択します。

ステップ 4 TFTPサーバ上でグループ設定ファイルをホストします。

コンフィギュレーションファイルのホスティング

任意のTFTPサーバのコンフィギュレーションファイルをホストできます。ただし、デバイスコ
ンフィギュレーションファイルが保存されるのと同じ場所であるCisco Unified Communications
ManagerTFTPサーバ上のコンフィギュレーションファイルのホスティングを推奨します。
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手順

ステップ 1 CiscoUnified CommunicationsManagerの [Cisco Unified OSの管理（CiscoUnified OSAdministration）]
インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ソフトウェアのアップグレード（Software Upgrades）] > [TFTPファイル管理（TFTP File
Management）]を選択します。

ステップ 3 [ファイルのアップロード（Upload File）]を選択します。

ステップ 4 [ファイルのアップロード（Upload File）]セクションで [参照（Browse）]を選択します。

ステップ 5 ファイルシステム上の設定ファイルを選択します。

ステップ 6 [ファイルのアップロード（UploadFile）]セクションの [ディレクトリ（Directory）]テキストボッ
クスに値を指定しないでください。

コンフィギュレーションファイルが TFTPサーバ上のデフォルトディレクトリに存在するように
するため、[ディレクトリ（Directory）]テキストボックスには空の値を残す必要があります。

ステップ 7 [ファイルのアップロード（Upload File）]を選択します。

TFTP サーバの再起動
クライアントがコンフィギュレーションファイルにアクセスするには、TFTPサーバを再起動す
る必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの [Cisco Unifiedサービスアビリティ（Cisco Unified
Serviceability）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ツール（Tools）] > [コントロールセンターの機能サービス（Control Center - Feature Services）]を
選択します。

ステップ 3 [CMサービス（CM Services）]セクションから [Cisco Tftp]を選択します。

ステップ 4 [リスタート（Restart）]を選択します。
再起動の確認を求めるウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [OK]を選択します。
「Cisco Tftpサービスの再起動操作が成功しました（Cisco Tftp Service Restart Operation was
Successful）」というステータスが表示されます。

ステップ 6 [更新（Refresh）]を選択し、Cisco Tftpサービスが正常に起動していることを確認します。
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次の作業

設定ファイルが TFTPサーバで使用できることを確認するには、任意のブラウザで設定ファイル
を開きます。通常、http://tftp_server_address:6970/jabber-config.xmlのURLに
あるグローバル設定ファイルにアクセスできます。

設定ファイルの構造
次の要素を含む XML形式のクライアントコンフィギュレーションファイルを作成します。

XML 宣言

コンフィギュレーションファイルは、XML標準に準拠し、次の宣言が含まれている必要があり
ます。
<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>

ルート要素

ルート要素の configには、すべてのグループ要素が含まれます。次のように、ルート要素にバー
ジョン属性を追加する必要があります。
<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>
<config version="1.0">
</config>

グループ要素

グループ要素には、コンフィギュレーションパラメータおよび値が含まれます。グループ要素は

ルート要素内にネストする必要があります。

グループ要素

次の表で、クライアント設定ファイルで指定できるグループ要素について説明します。

説明要素

クライアントの設定パラメータが含まれます。Client

ディレクトリ統合の設定パラメータが含まれます。Directory

ユーザオプションの設定パラメータが含まれます。Options

電話機サービスの設定パラメータが含まれます。Phone

ポリシーの設定パラメータが含まれます。Policies

プレゼンスオプションの設定パラメータが含まれます。Presence

ボイスメールサービスの設定パラメータが含まれます。Voicemail
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ディレクトリパラメータについては、「 Integrate with Directory Sources」章を参照してくださ
い。

（注）

関連トピック

設定パラメータの概要, （21ページ）

XML 構造
次のスニペットは、クライアント設定ファイルの XML構造を示します。
<Client>
<parameter>value</parameter>

</Client>
<Directory>
<parameter>value</parameter>

</Directory>
<Options>
<parameter>value</parameter>

</Options>
<Phone>
<parameter>value</parameter>

</Phone>
<Policies>
<parameter>value</parameter>

</Policies>
<Presence>
<parameter>value</parameter>

</Presence>
<Voicemail>
<parameter>value</parameter>

</Voicemail>

設定パラメータの概要
次の表は、ユーザがクライアント設定に含めることができるすべてのパラメータを示します。

グループ要素パラメータ

ClientPrtLogServerUrl

ClientUpdateUrl

Clientjabber-plugin-config

ClientForgot_Password_URL

ClientPersistent_Chat_Enabled

OptionsSet_Status_Away_On_Inactive

OptionsSet_Status_Inactive_Timeout

OptionsSet_Status_Away_On_Lock_OS
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グループ要素パラメータ

OptionsStartCallWithVideo

OptionsStart_Client_On_Start_OS

OptionsAllowUserCustomTabs

OptionsShowContactPictures

OptionsShowOfflineContacts

OptionsDockedWindowVisible

OptionsDockedWindowPosition

PhoneDeviceAuthenticationPrimaryServer

PhoneDeviceAuthenticationBackupServer

PhoneTftpServer1

PhoneTftpServer2

PhoneCtiServer1

PhoneCtiServer2

PhoneuseCUCMGroupForCti

PhoneCcmcipServer1

PhoneCcmcipServer2

PhoneMeeting_Server_Address

PhoneMeeting_Server_Address_Backup

PhoneMeeting_Server_Address_Backup2

PoliciesEnableVideo

PoliciesInitialPhoneSelection

PoliciesUserDefinedRemoteDestinations

PoliciesenableLocalAddressBookSearch

PoliciesEnableAccessoriesManager

PoliciesBlockAccessoriesManagerPlugins

PoliciesForceFontSmoothing

PoliciesScreen_Capture_Enabled

PoliciesFile_Transfer_Enabled

PoliciesDisallowed_File_Transfer_Types

PoliciesEnableBFCPVideoDesktopShare

PoliciesMeetings_Enabled
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グループ要素パラメータ

PoliciesTelephony_Enabled

PoliciesVoicemail_Enabled

PoliciesEnableTelProtocolHandler

PoliciesEnableSaveChatToFile

PoliciesEnableSIPURIDialling

PoliciesDirectoryURI

PoliciesForceC2XDirectoryResolution

PoliciesServiceDiscoveryExcludedServices

PoliciesVoiceServicesDomain

PresenceLoginResource

PresencePresenceServerAddress

PresencePresenceServerURL

VoicemailVoiceMailService_UseCredentialsFrom

VoicemailVVM_Mailstore_Server_0

関連トピック

グループ要素, （20ページ）
クライアントパラメータ, （24ページ）
オプションパラメータ, （25ページ）
電話パラメータ, （31ページ）
ポリシーパラメータ, （34ページ）
プレゼンスパラメータ, （45ページ）
サービスクレデンシャルパラメータ, （46ページ）
ボイスメールパラメータ, （47ページ）
ディレクトリソースとの統合

設定例
次は、オンプレミス配置の設定例です。
<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>
<config version="1.0">
<Client>
<PrtLogServerUrl>http://server_name:port/path/prt_script.php</PrtLogServerUrl>
<jabber-plugin-config>
<browser-plugin>
<page refresh="true" preload="true">
<tooltip>Cisco</tooltip>
<icon>http://www.cisco.com/web/fw/i/logo.gif</icon>
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<url>www.cisco.com</url>
</page>
</browser-plugin>
</jabber-plugin-config>
</Client>
<Options>
<Set_Status_Inactive_Timeout>20</Set_Status_Inactive_Timeout>
<StartCallWithVideo>false</StartCallWithVideo>

</Options>
<Policies>
<Disallowed_File_Transfer_Types>.exe;.msi</Disallowed_File_Transfer_Types>

</Policies>
</config>

クライアントパラメータ
次の表に、Client要素内で指定できるパラメータを示します。

説明値パラメータ

問題レポートを送信するためのカスタムスクリプ

トを指定します。

URLPrtLogServerUrl

HTTPサーバ上の自動更新 XML定義ファイルへの
URLを指定します。クライアントは、更新 XML
ファイルを取得するために、この URLを使用しま
す。

ハイブリッドクラウドベースの展開では、自動更

新を設定するためにCiscoWebEx管理ツールを使用
する必要があります。

URLUpdateUrl

HTMLコンテンツを表示するカスタム埋め込みタブ
などのプラグインの定義が含まれます。

プラグ

イン定

義

jabber-plugin-config

パスワードを忘れた場合に、パスワードをリセット

または取得するためのWebページの URLを指定し
ます。

ハイブリッドクラウドベースの展開では、忘れた

パスワードをリセットまたは取得するために、Cisco
WebEx管理ツールを使用して、ユーザをWebペー
ジに導きます。

URLForgot_Password_URL
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説明値パラメータ

クライアントで [パーシステントチャット（Persistent
Chat）]機能を使用できるようにするかどうかを指
定します。

true

値を trueに設定すると、[パーシステント
チャット（PersistentChat）]インターフェイス
がクライアントに表示されます。

false

デフォルト値は falseです。デフォルト値は設
定ファイルに設定がない場合に使用されます。

true

false

Persistent_Chat_Enabled

関連トピック

設定パラメータの概要, （21ページ）

オプションパラメータ
次の表に、Options要素内で指定できるパラメータを示します。

説明値パラメータ

ユーザが非アクティブになったときにアベイラビ

リティステータスを [退席中（Away）]に変更す
るかどうかを指定します。

true

ユーザが非アクティブになると、アベイラビ

リティステータスが [退席中（Away）]に変
更されます。これがデフォルト値です。

false

ユーザが非アクティブの場合、アベイラビリ

ティステータスは [退席中（Away）]に変更
されません。

true

false

Set_Status_Away_On_Inactive

ユーザが非アクティブになった場合にアベイラビ

リティステータスが [退席中（Away）]に変更さ
れる前の時間を分単位で設定します。

デフォルト値は 15です。

分単位での

時間

Set_Status_Inactive_Timeout
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説明値パラメータ

ユーザがオペレーティングシステムをロックした

ときに、アベイラビリティステータスを [退席中
（Away）]に変更するかどうかを指定します。

true

ユーザがオペレーティングシステムをロッ

クしたときに、アベイラビリティステータ

スは [退席中（Away）]に変更されます。こ
れがデフォルト値です。

false

ユーザがオペレーティングシステムをロッ

クしても、アベイラビリティステータスは

[退席中（Away）]に変更されません。

true

false

Set_Status_Away_On_Lock_OS
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説明値パラメータ

true

false

StartCallWithVideo
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説明値パラメータ

ユーザがコールを発信するときのコールの開始方

法を指定します。コールは、音声のみ、または音

声とビデオにより開始できます。

true

コールは常に音声およびビデオで始まりま

す。これがデフォルト値です。

false

コールは常に音声のみで始まります。

サーバ設定は、クライアントコンフィギュ

レーションファイルのパラメータよりも

重要

優先されます。ただし、ユーザがクライ

アントのユーザインターフェイスのデフォ

ルトのオプションを変更する場合、その設

定は、サーバとクライアントの両方に優先

します。

次の手順に従って、サーバの設定を行います。

Cisco Unified Presence

1 [Cisco Unified Presenceの管理（Cisco
Unified PresenceAdministration）]インター
フェイスを開きます。

2 [アプリケーション（Application）]> [Cisco
Jabber][設定（Settings）]の順に選択しま
す。

3 [ビデオは常にミュート状態でコールを起
動（Always begin calls with video muted）]
パラメータのオン/オフを切り替え、[保存
（Save）]を選択します。

Cisco Unified Communications Managerバージョ
ン 9.x以降

1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified
CMAdministration）]インターフェイスを
開きます。

2 [システム（System）] > [エンタープライ
ズパラメータ（Enterprise Parameters）]を
選択します。
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説明値パラメータ

[ビデオで通話を開始しない（Never Start
Call with Video）]パラメータの値を設定
し、[保存（Save）]を選択します。

3

オペレーティングシステムが起動したときに、ク

ライアントが自動的に起動するかどうかを指定し

ます。

true

クライアントは自動的に起動されます。

false

クライアントは自動的に起動されません。

これがデフォルト値です。

true

false

Start_Client_On_Start_OS

ユーザが独自のカスタム埋め込みタブを作成でき

るようにするかどうかを指定します。

true

ユーザはカスタム埋め込みタブを作成できま

す。

false

ユーザはカスタム埋め込みタブを作成できま

せん。これがデフォルト値です。

このパラメータはユーザが作成するカス

タム埋め込みタブだけに影響します。

（注）

•ユーザにカスタム埋め込みタブの作
成を許可しても、ユーザはクライア

ントの設定で定義されたタブを変更

または削除できません。

•ユーザにカスタム埋め込みタブの作
成を許可しなくても、ユーザは定義

されたタブを使用できます。

true

false

AllowUserCustomTabs
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説明値パラメータ

連絡先リストに連絡先画像を表示するかどうかを

指定します。

true

連絡先リストに連絡先画像が表示されます。

これがデフォルト値です。

false

連絡先リストに連絡先画像は表示されませ

ん。

true

false

ShowContactPictures

連絡先リストにオフラインの連絡先を表示するか

どうかを指定します。

true

連絡先リストにオフラインの連絡先が表示さ

れます。これがデフォルト値です。

false

連絡先リストにオフラインの連絡先は表示さ

れません。

true

false

ShowOfflineContacts

クライアント起動時にドックウィンドウを表示す

るかどうかを指定します。

true

クライアント起動時にドックウィンドウが

表示されます。これがデフォルト値です。

false

クライアント起動時にドックウィンドウは

表示されません。

TRUE

FALSE

DockedWindowVisible
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説明値パラメータ

ユーザの画面でのドックウィンドウの位置を設定

します。

TopCenter

ドックウィンドウの位置は画面の上部中央

です。これがデフォルト値です。

TopLeft

ドックウィンドウの位置は画面の左上です。

TopRight

ドックウィンドウの位置は画面の右上です。

TopCenter

TopLeft

TopRight

DockedWindowPosition

関連トピック

設定パラメータの概要, （21ページ）

電話パラメータ
次の表に、Phone要素内で指定できるパラメータを示します。

説明値パラメータ

ユーザが電話モードの展開で認証する Cisco
Unified CommunicationsManagerのプライマリイ
ンスタンスのアドレスを指定します。値として

次のいずれかを設定します。

•ホスト名（hostname）

• IPアドレス（123.45.254.1）

• FQDN（hostname.domain.com）

ホスト名

IPアドレ
ス

FQDN

DeviceAuthenticationPrimaryServer

ユーザが電話モードの展開で認証する Cisco
Unified Communications Managerのバックアップ
インスタンスのアドレスを指定します。値とし

て次のいずれかを設定します。

•ホスト名（hostname）

• IPアドレス（123.45.254.1）

• FQDN（hostname.domain.com）

ホスト名

IPアドレ
ス

FQDN

DeviceAuthenticationBackupServer
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説明値パラメータ

デバイスコンフィギュレーションファイルを保

存するプライマリ Cisco Unified Communications
Manager TFTPサービスのアドレスを指定しま
す。値として次のいずれかを設定します。

•ホスト名（hostname）

• IPアドレス（123.45.254.1）

• FQDN（hostname.domain.com）

次の場合に限り、クライアント設定でこのパラ

メータを設定する必要があります。

•電話モードのクライアントを配置します。

•デバイス設定用の TFTPサーバアドレスと
クライアント設定用の TFTPサーバアドレ
スは異なります。

インストール時に、クライアントコンフィ

ギュレーションファイルが引数 TFTPを保
存する TFTPサーバのアドレスを設定する
必要があります。

ホスト名

IPアドレ
ス

FQDN

TftpServer1

セカンダリCiscoUnified CommunicationsManager
TFTPサービスのアドレスを指定します。

このパラメータはオプションです。

ホスト名

IPアドレ
ス

FQDN

TftpServer2

プライマリCTIサーバのアドレスを指定します。

ユーザがデスクフォンデバイスを持っている場

合、クライアントコンフィギュレーションで

CTIサーバアドレスを指定する必要があります。

ホスト名

IPアドレ
ス

FQDN

CtiServer1

セカンダリCTIサーバのアドレスを指定します。

このパラメータはオプションです。

ホスト名

IPアドレ
ス

FQDN

CtiServer2
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説明値パラメータ

Cisco Unified CMグループが CTIサーバのロー
ドバランシングを処理するかどうか指定しま

す。次のいずれかの値を設定します。

true

Cisco Unified CMグループが CTIサーバの
ロードバランシングを処理します。

電話モードでの展開のみ、この値を設定す

る必要があります。フルUCモードでは、
プレゼンスサーバが自動的に CTIロード
バランシングを扱います。

false

Cisco Unified CMグループが、CTIロード
バランシングを処理しません。これがデ

フォルト値です。

true

false

useCUCMGroupForCti

プライマリ CCMCIPサーバのアドレスを指定し
ます。

このパラメータは必須です。

• CCMCIPサーバのアドレスが TFTPサーバ
アドレスと同じでない場合のみ。

CCMCIPサーバアドレスがTFTPサーバア
ドレスと同じ場合、クライアントは

CCMCIPサーバに接続するためにTFTPサー
バアドレスを使用できます。

• Cisco Unified Communications Managerバー
ジョン 8での導入。

Cisco Unified Communications Managerバー
ジョン 9以降の展開では、クライアント
は、_cisco-uds SRVレコードをプロビ
ジョニングする場合に、CCMCIPサーバを
検出できます。

ホスト名

IPアドレ
ス

FQDN

CcmcipServer1

セカンダリ CCMCIPサーバのアドレスを指定し
ます。

このパラメータはオプションです。

ホスト名

IPアドレ
ス

FQDN

CcmcipServer2
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説明値パラメータ

ユーザにプライマリ Cisco WebEx会議サイトの
URLを指定します。

クライアントは、[オプション（Options）]ウィ
ンドウのユーザのホストアカウントで、この会

議サイトを入力します。会議サイトにクレデン

シャルが必要な場合、ユーザは自分のクレデン

シャルを入力してホストアカウントをセット

アップし、自分の Cisco WebEx会議にアクセス
できます。

無効な会議サイトを指定すると、ユーザ

は、クライアントユーザインターフェ

イス内のいずれの会議サイトの追加また

は編集もできなくなります。

重要

このパラメータはオプションです。

Cisco
WebEx会
議サイトの
URL

Meeting_Server_Address

ユーザにセカンダリ Cisco WebEx会議サイトの
URLを指定します。

このパラメータはオプションです。

Cisco
WebEx会
議サイトの
URL

Meeting_Server_Address_Backup

ユーザにターシャリ Cisco WebEx会議サイトの
URLを指定します。

このパラメータはオプションです。

Cisco
WebEx会
議サイトの
URL

Meeting_Server_Address_Backup2

関連トピック

設定パラメータの概要, （21ページ）
TFTPサーバアドレス

ポリシーパラメータ
ポリシーパラメータにより、特定のクライアント機能を制御できます。

関連トピック

設定パラメータの概要, （21ページ）
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オンプレミスポリシー

次の表は、オンプレミスの展開において、Policies要素内で指定できるパラメータについて示して
います。

説明値パラメータ

ユーザが画面キャプチャを取得できるかどうかを

指定します。

true

ユーザは画面キャプチャを取得できます。

これがデフォルト値です。

false

ユーザは画面キャプチャを取得できません。

true

false

Screen_Capture_Enabled

ユーザが他のユーザとファイルを交換できるかど

うかを指定します。

true

ユーザは他のユーザとファイルを交換でき

ます。これがデフォルト値です。

false

ユーザは他のユーザとファイルを交換でき

ません。

true

false

File_Transfer_Enabled

ユーザに対して、特定のファイルタイプの転送の

制限をします。

値としてセットファイル拡張子を設定します

（例：.exe）。

複数のファイル拡張子を区切る際は、セミコロン

を使用します（例：.exe;.msi;.rar;.zip）。

ファイル拡

張子

Disallowed_File_Transfer_Types

共通のポリシー

オンプレミス展開とハイブリッドクラウドベース展開の両方において、Policies要素内で指定でき
るパラメータを次の表で説明します。
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説明値パラメータ

ビデオ機能を有効または無効にします。

true

ユーザはビデオコールを発信および受信で

きます。これがデフォルト値です。

false

ユーザはビデオコールを発信または受信で

きません。

true

false

EnableVideo

クライアント初回起動時のユーザの電話タイプを

設定します。初回起動後、ユーザは電話タイプを

変更できます。クライアントは、ユーザ設定を保

存し、以降の起動でその設定を使用します。

deskphone

通話にデスクフォンデバイスを使用します。

softphone

通話にソフトフォン（CSF）デバイスを使用
します。これがデフォルト値です。

クライアントは次の順序でデバイスを選択します。

1 ソフトフォンデバイス

2 デスクフォンデバイス

ユーザにソフトフォンデバイスをプロビジョニン

グしない場合、クライアントはデスクフォンデバ

イスを自動的に選択します。

deskphone

softphone

InitialPhoneSelection
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説明値パラメータ

ユーザは、クライアントインターフェイスを使用

してリモート接続先を追加、編集、および削除で

きます。拡張機能と接続機能をプロビジョニング

してデフォルトの動作を変更するには、このパラ

メータを使用します。

デフォルトでは、ユーザのデバイスリストに CTI
リモートデバイスだけが含まれる場合、クライア

ントはユーザがリモート接続先を追加、編集、ま

たは削除できないようにします。これは、割り当

てられた専用のリモートデバイスをユーザが変更

できないようにするためです。ただし、ユーザの

デバイスリストにソフトフォンデバイスまたはデ

スクフォンデバイスが含まれる場合、クライアン

トはユーザがリモート接続先を追加、編集、およ

び削除できるようにします。

true

ユーザはリモート接続先を追加、編集、およ

び削除できます。

false

ユーザはリモート接続先を追加、編集、およ

び削除できません。これがデフォルト値で

す。

true

false

UserDefinedRemoteDestinations

ユーザは、ローカルMicrosoft Outlook連絡先を検
索し、自分の連絡先リストに追加できます。

true

ユーザは、ローカル連絡先を検索し、自分の

連絡先リストに追加できます。これがデフォ

ルト値です。

false

ユーザは、ローカル連絡先を検索すること、

または自分の連絡先リストに連絡先を追加す

ることができません。

true

false

enableLocalAddressBookSearch
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説明値パラメータ

クライアントのアクセサリ APIを有効にします。
この APIは、ヘッドセットなどのデバイスのコー
ル管理機能を有効にするプラグインをアクセサリ

のベンダーが作成できるようにします。

true

アクセサリ APIを有効にします。これがデ
フォルト値です。

false

アクセサリ APIを無効にします。

true

false

EnableAccessoriesManager

JabraやLogitechといったサードパーティベンダー
から特定のアクセサリマネージャプラグインを無

効にします。プラグイン DLLファイルの名前を
値として設定します。複数の値を区切るにはカン

マを使用します。たとえば、MicrosoftWindowsで
は次のようになります。

<BlockAccessoriesManagerPlugins>
JabraJabberPlugin.dll,lucpcisco.dll
</BlockAccessoriesManagerPlugins>

デフォルト値はありません。

プラグイン

ライブラリ

BlockAccessoriesManagerPlugins

クライアントがスムーズテキストにアンチエイリ

アシングを適用するかどうかを指定します。

true

クライアントは、テキストにアンチエイリア

スを適用します。これがデフォルト値です。

false

オペレーティングシステムがテキストにア

ンチエイリアシングを適用します。

true

false

ForceFontSmoothing
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説明値パラメータ

BFCPビデオデスクトップ共有機能を有効にしま
す。

true

クライアントで BFCPビデオデスクトップ
共有を有効にします。これがデフォルト値

です。

false

BFCPビデオデスクトップ共有を無効にしま
す。

BFCPビデオデスクトップ共有をサーバ
で次のように有効にします。

（注）

• CiscoUnifiedCommunicationsManager
バージョン 8.x以前では、[BFCPを
使用するプレゼンテーション共有を

許可（AllowPresentation Sharing using
BFCP）]チェックボックスを選択す
る必要があります。

• CiscoUnifiedCommunicationsManager
バージョン 9.x以降では、BFCPビ
デオデスクトップ共有はデフォル

トで有効です。

true

false

EnableBFCPVideoDesktopShare

クライアントの会議機能とユーザインターフェイ

スを有効にします。

true

会議機能とユーザインターフェイスを有効

にします。これがデフォルト値です。

false

会議機能とユーザインターフェイスを無効

にします。

true

false

Meetings_Enabled
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説明値パラメータ

クライアントの音声/ビデオ機能とユーザインター
フェイスを有効にします。

true

音声/ビデオ機能とユーザインターフェイス
を有効にします。これがデフォルト値です。

false

音声/ビデオ機能とユーザインターフェイス
を無効にします。

true

false

Telephony_Enabled

クライアントのボイスメール機能とユーザイン

ターフェイスを有効にします。

true

ボイスメール機能とユーザインターフェイ

スを有効にします。これがデフォルト値で

す。

false

ボイスメール機能とユーザインターフェイ

スを無効にします。

true

false

Voicemail_Enabled

クライアントを tel: URIのプロトコルハンドラ
として登録するかどうかを指定します。

true

クライアントは tel: URIのプロトコルハ
ンドラとして登録されます。これがデフォ

ルト値です。

false

クライアントは tel: URIのプロトコルハ
ンドラとして登録されません。

true

false

EnableTelProtocolHandler
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説明値パラメータ

ユーザは、HTMLファイルとしてシステムにチャッ
トを保存できます。

true

ユーザは、ファイルにチャットを保存できま

す。これがデフォルト値です。

false

ユーザは、ファイルにチャットを保存できま

せん。

true

false

EnableSaveChatToFile

Cisco JabberでURIダイヤルを有効にし、ユーザが
URIを使用してコールを発信できるようにします。

true

ユーザは、URIでコールを発信できます。

false

ユーザは、URIでコールを発信できません。
これがデフォルト値です。

true

false

EnableSIPURIDialling
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説明値パラメータ

ユーザの SIP URIを保持するディレクトリ属性を
指定します。

オンプレミス展開

値として次のいずれかを設定します。

• mail

• msRTCSIP-PrimaryUserAddress

クラウドベース展開

値として次のいずれかを設定します。

• mail

• imaddress

• workphone

• homephone

• mobilephone

メール属性がデフォルトで使用されます。

指定する値がCiscoUnified Communications
ManagerまたはCiscoWebEx管理ツールの
ユーザのディレクトリ URI設定に一致す
る必要があります。

重要

ディレクト

リ属性

DirectoryURI
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説明値パラメータ

ユーザが click-to-xアクションを実行したときに、
連絡先情報を解決するためにクライアントがディ

レクトリのクエリーを実行するかどうかを指定し

ます。

true

ユーザが click-to-xアクションを実行したと
きに、クライアントはディレクトリのクエ

リーを実行します。これがデフォルト値で

す。

false

click-to-xアクションのために、クライアン
トはディレクトリのクエリーを実行しませ

ん。

このパラメータは、ユーザがExpressway
Mobile and Remote Accessを介して社内
ネットワークに接続する場合には適用さ

れません。この場合、UDSが連絡先を
解決し、クライアントはディレクトリの

クエリーを実行できません。

（注）

true

false

ForceC2XDirectoryResolution
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説明値パラメータ

サービスディスカバリから特定のサービスを除外

するかどうかを指定します。

WEBEX

この値を設定すると、クライアントは次のよ

うに動作します。

• CAS検索を実行しません。

• _cisco-uds、_cuplogin、
_collab-edgeを検索します。

CUCM

この値を設定すると、クライアントは次のよ

うに動作します。

• _cisco_udsを検索しません。

• _cuplogin、_collab-edgeを検索
します。

CUP

この値を設定すると、クライアントは次のよ

うに動作します。

• _cuploginを検索しません。

• _cisco-uds_collab-edgeを検索し
ます。

カンマで区切った複数の値を指定して、複数のサー

ビスを除外できます。次に例を示します。

<ServiceDiscoveryExcludedServices>
WEBEX,CUCM
</ServiceDiscoveryExcludedServices>

WEBEX

CUCM

CUP

ServiceDiscoveryExcludedServices
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説明値パラメータ

_collab-edgeと _cisco-udsの DNS SRVレコードを
設定するDNSドメインを表す完全修飾ドメイン名
を指定します。

例：

次の DNS SRVレコードがあるとします。

• _collab-edge._tls.voice.example.com

• _cisco-uds._tcp.voice.example.com

VoiceServicesDomainの値は voice.example.com
になります。

FQDNVoiceServicesDomain

Cisco WebExポリシー
インスタントメッセージとプレゼンス機能に Cisco WebEx Messengerサービスを使用する場合、
Cisco WebEx管理ツールによってクライアントのポリシーを設定できます。使用可能なポリシー
と説明のリストについては、Using policy actions available in Cisco WebExを参照してください。

関連トピック

Using policy actions available in Cisco WebEx
Using policy actions available in Cisco WebEx

プレゼンスパラメータ
次の表に、Presence要素内で指定できるパラメータを示します。
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説明値パラメータ

複数のクライアントインスタンスへのユーザロ

グインを制御します。

multiResource

ユーザは、クライアントの複数インスタン

スに同時にログインできます。これがデ

フォルト値です。

wbxconnect

ユーザは一度に 1つのクライアントのイン
スタンスにログインできます。

クライアントはユーザの JIDに
wbxconnectサフィックスを付加します。
ユーザは、wbxconnectサフィックスを使
用する他の Cisco Jabberクライアントにロ
グインできません。

multiResource

wbxconnect

LoginResource

オンプレミス展開にプレゼンスサーバのアドレ

スを指定します。値として次のいずれかを設定

します。

•ホスト名（hostname）

• IPアドレス（123.45.254.1）

• FQDN（hostname.domain.com）

ホスト名

IPアドレス

FQDN

PresenceServerAddress

Cisco WebEx Messengerサービスに中央認証サー
ビス（CAS）の URLを指定します。次に、値と
して設定できる URLの例を示します。
https://loginp.webexconnect.com/cas/sso/ex_org/orgadmin.app

CASの URLPresenceServerURL

関連トピック

設定パラメータの概要, （21ページ）

サービスクレデンシャルパラメータ
ユーザが特定サービスで認証を受ける必要をなくすために、サービスクレデンシャルパラメータ

を指定できます。
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ボイスメールサービスのクレデンシャル

Voicemail要素内で、ボイスメールサービスのクレデンシャルを設定するために、次のパラメータ
を指定できます。

説明値パラメータ

ボイスメールサービスにアクセスするために、

クライアントが電話サービスのクレデンシャル

を使用することを指定します。

ユーザの電話サービスのクレデンシャルが、ボ

イスメールサービスのクレデンシャルに一致す

ることを確認します。この設定を行うと、ユー

ザはクライアントインターフェイスでボイスメー

ルサービスのクレデンシャルを指定できません。

デフォルトで、このパラメータは設定されてい

ません。

次の展開でのみ、このパラメータを設定する必

要があります。

•ハイブリッドクラウドベースの展開。

•電話モードの導入。

オンプレミスの展開では、プレゼンスサーバの

ボイスメールサービスのクレデンシャルのソー

スを設定する必要があります。

phoneVoiceMailService_UseCredentialsFrom

以下は、ボイスメールサービスのクレデンシャルパラメータの例です。
<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>
<config version="1.0">
<Voicemail>
<VoicemailService_UseCredentialsFrom>phone</VoicemailService_UseCredentialsFrom>

</Voicemail>
</config>

関連トピック

設定パラメータの概要, （21ページ）
ボイスメールパラメータ, （47ページ）

ボイスメールパラメータ
次の表で、Voicemail要素内で指定できるボイスメールサービス設定パラメータについて説明しま
す。
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説明値キー

ボイスメールサーバのアドレスを指定します。

値として次のいずれかを設定します。

•ホスト名（hostname）

• IPアドレス（123.45.254.1）

• FQDN（hostname.domain.com）

ホスト名

IPアドレ
ス

FQDN

VVM_Mailstore_Server_0

関連トピック

設定パラメータの概要, （21ページ）
サービスクレデンシャルパラメータ, （46ページ）

自動更新の設定
自動更新を有効にするには、最新バージョン（HTTPサーバのインストールパッケージのURLを
含む）の情報が含まれている XMLファイルを作成します。ユーザがサインインしたとき、コン
ピュータをスリープモードから再開したとき、または [ヘルプ（Help）]メニューから手動更新要
求を実行したとき、クライアントは XMLファイルを取得します。

インスタントメッセージングとプレゼンス機能のサービスに Cisco WebEx Messengerを使用す
る場合、Cisco WebEx管理ツールを使用して、自動更新の設定をします。

（注）

はじめる前に

• HTTPサーバをインストールおよび設定し、XMLファイルとインストールパッケージをホ
ストします。

•ワークステーションにソフトウェアアップデートをインストールできる権限がユーザにある
ことを確認します。

一部のケースでは、ユーザがワークステーションの管理権限を所有していない場合、Microsoft
Windowsはアップデートのインストールを停止します。

手順

ステップ 1 ご使用の HTTPサーバでアップデートインストールプログラムをホストします。

ステップ 2 任意のテキストエディタを使用して更新の XMLファイルを作成します。

   Cisco Jabber for Windows 9.7 インストレーション/コンフィギュレーションガイド
48

Cisco Jabber の設定
自動更新の設定



自動更新用の XMLファイルは次のような構造となっています。

<JabberUpdate>
<App name="client ID">
<LatestBuildNum>value</LatestBuildNum>
<LatestVersion>value</LatestVersion>
<Message><![CDATA[your HTML]]></Message>
<DownloadURL>value</DownloadURL>
</App>
</JabberUpdate>

ステップ 3 XMLで次のように値を指定します。

name

次の IDを、アプリケーションの要素の名前属性の値として指定します。

JabberWin

更新は Cisco Jabber for Windowsに適用されます。

LatestBuildNum

アップデートのビルド番号。

LatestVersion

アップデートのバージョン番号。

Message

次の形式の HTML：
<![CDATA[your_html]]>

DownloadURL

HTTPサーバ上のインストールパッケージの URL。

例：

以下は自動更新の XMLの例です。
<JabberUpdate>
<LatestBuildNum>12345</LatestBuildNum>
<LatestVersion>9.x</LatestVersion>
<Message><![CDATA[<b>This new version of Cisco Jabber lets you do the
following:</b><ul><li>Feature 1</li><li>Feature 2</li></ul>For
more information click <a target="_blank"
href="http://cisco.com/go/jabber">here</a>.]]></Message>
<DownloadURL>http://http_server_name/CiscoJabberSetup.msi</DownloadURL>
</JabberUpdate>

ステップ 4 更新の XMLファイルを保存して閉じます。

ステップ 5 HTTPサーバ上で更新の XMLファイルをホストします。

ステップ 6 設定ファイルの UpdateUrlパラメータの値として更新の XMLファイルを指定します。
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問題レポートの設定
問題レポートをセットアップすると、ユーザはクライアントの使用中に発生した問題の概要を送

信できます。次のように、問題レポートを送信する方法は 2つあります。

•ユーザは、クライアントインターフェイスを通じて問題レポートを直接送信します。

•問題レポートをローカルに保存し、後でアップロードする。

クライアントは問題レポートを提出するためにHTTPPOST方式を使用します。POST要求を受け
入れるカスタムスクリプトを作成し、設定パラメータとしてHTTPサーバ上のスクリプトのURL
を指定します。ユーザは問題レポートをローカルに保存できるため、ユーザが問題レポートを

アップロードできるようにするフォームを含む HTMLページを作成する必要もあります。

はじめる前に

環境の準備を行うには、次の手順を実行します。

1 HTTPサーバをインストールおよび設定します。
2 HTTP POST要求を受け入れるカスタムスクリプトを作成します。
3 ローカルで保存された問題のレポートをアップロードすることができるように HTMLページ
を作成します。HTMLページには、.ZIPアーカイブとして保存された問題レポートを受け入
れ、カスタムスクリプトを使用して問題レポートを送信するアクションが含まれているフォー

ムがあります。

次に、問題レポートを受け入れるフォームの例を示します。

<form name="uploadPrt" action="http://server_name.com/scripts/UploadPrt.php" method="post"
enctype="multipart/form-data">
<input type="file" name="zipFileName" id="zipFileName" /><br />
<input type="submit" name="submitBtn" id="submitBtn" value="Upload File" />
</form>

手順

ステップ 1 HTTPサーバ上でカスタムスクリプトをホストします。

ステップ 2 設定ファイルの PrtLogServerUrlパラメータの値としてスクリプトの URLを指定します。

カスタム埋め込みタブ
カスタム埋め込タブは、クライアントインターフェイスのHTMLコンテンツを表示します。Cisco
Jabberのカスタム埋め込タブ定義を作成する方法について説明します。

関連トピック

カスタム埋め込みタブの作成
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カスタム埋め込みタブの定義

次の XMLスニペットは、カスタム埋め込みタブ定義の構造を示します。
<jabber-plugin-config>
<browser-plugin>
<page refresh="" preload="">
<tooltip></tooltip>
<icon></icon>
<url></url>

</page>
</browser-plugin>

</jabber-plugin-config>

次の表は、カスタム埋め込みタブ定義のパラメータの説明です。

説明値パラメータ

カスタム埋め込みタブのすべての定義が含

まれます。

カスタムタブのす

べての定義

browser-plugin

1つのカスタム埋め込みタブ定義が含まれ
ます。

カスタムタブの 1
つの定義

page

コンテンツを更新するタイミングを制御し

ます。

true

ユーザがタブを選択するたびにコン

テンツの更新をします。

false

コンテンツは、ユーザがクライアン

トを再起動またはログインすると更

新されます。これがデフォルト値で

す。

このパラメータはオプションで、page要素
の属性です。

true

false

refresh
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説明値パラメータ

コンテンツをロードするタイミングを制御

します。

true

クライアントが起動したときにコン

テンツをロードします。

false

ユーザがタブを選択するときにコン

テンツをロードします。これがデ

フォルト値です。

このパラメータはオプションで、page要素
の属性です。

true

false

preload

カスタム埋め込みタブのマウスオーバー

テキストを定義します。

このパラメータはオプションです。

Unicode文字の文
字列

tooltip

タブのアイコンを指定します。次のように

ローカルまたはホスティングされたアイコ

ンを指定できます。

ローカルアイコン

次のように URLを入力します：
file://file_path/icon_name

ホステッドアイコン

次のように URLを入力します：
http://path/icon_name

JPG、.PNG、.GIF形式を含め、Microsoft
Internet Explorerがレンダリングできるアイ
コンを使用できます。

このパラメータはオプションです。アイコ

ンが指定されていない場合、クライアント

はHTMLページからファビコンをロードし
ます。ファビコンが使用できない場合、ク

ライアントはデフォルトのアイコンをロー

ドします。

URLicon
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説明値パラメータ

埋め込みタブのコンテンツが存在するURL
を指定します。

クライアントは、埋め込みタブのコンテン

ツを表示するために、Internet Explorerレン
ダリングエンジンを使用します。したがっ

て、Internet Explorerがサポートするコンテ
ンツを指定できます。

Cisco Jabber for Windowsでは、
Internet Explorerバージョン 9また
はそれ以前のバージョンをサポー

トしています。 Internet Explorer
バージョン9以降がワークステー
ションにある場合、バージョン 9
モードを使用します。

（注）

このパラメータは必須です。

URLurl

ユーザのカスタムタブ

ユーザは、クライアントユーザインターフェイスを使用して、独自のカスタム埋め込みタブを作

成できます。

ユーザは、カスタム埋め込みタブを作成することが可能である必要があります。次の手順で、設

定ファイルのAllowUserCustomTabsパラメータの値を trueに設定します。
<Options>
<AllowUserCustomTabs>true</AllowUserCustomTabs>

</Options>

ユーザのカスタム埋め込みタブはデフォルトで無効です。（注）

カスタムアイコン

カスタム埋め込みタブのアイコンには、1つのイメージファイル内の各状態に対して 10個のフ
レームがあります。
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最適な結果を得るには、カスタムアイコンは、次のガイドラインに準拠する必要があります。（注）

•寸法：20 x 20ピクセル

•各フレーム間に 1ピクセルのパディング 1ピクセルのパディングにより、実際に使用で
きるアイコンの領域は 19 x 19ピクセルになります。

•トランスペアレント背景

• PNGファイル形式

アイコンの各フレームは、次の状態を示します。

1 標準

2 押されている

3 ホバー

4 無効

5 フォーカス済み

6 選択済みおよび標準

7 選択済みおよび押されている

8 選択済みおよびホバー

9 選択済みおよびディセーブル

10 選択済みおよびフォーカス済み

アイコンの例を次に示します。

上記アイコンの各フレーム用 16進数のカラーコードを次に示します。アピアランスの整合性を
とるために、アイコンにこれらのカラーコードを使用します。

1 #4f6b7c
2 #2aa6c7
3 #99b5c7
4 #FFFFFF
5 #19bae3
6 #19bae3
7 #2aa6c7
8 #99b5c7
9 #FFFFFF
10 #19bae3
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カスタムタブからのチャットおよびコール

カスタム埋め込みタブからチャットおよびコールを開始するために、プロトコルハンドラを使用

できます。

XMPP:または IM:プロトコルを使用して、チャットを開始します。

TEL:プロトコルハンドラを使用して、音声およびビデオコールを開始します。

関連トピック

プロトコルハンドラ

UserID トークン
${UserID} トークンを urlパラメータの値の一部として指定できます。ユーザがサインインす
ると、クライアントにより、${UserID} トークンがログインしたユーザのユーザ名に置き換え
られます。

また、クエリー文字列に ${UserID} トークンを指定することもできます（例：
www.cisco.com/mywebapp.op?url=${UserID}）。

ヒント

次は、${UserID}トークンの使用方法の例です。

1 カスタム埋め込みタブで次の内容を指定します。

<url>www.cisco.com/${UserID}/profile</url>

2 Mary Smithがログインします。のユーザ名は msmithです。

3 クライアントは、Maryのユーザ名に次のように ${UserID} トークンに置き換えます。

<url>www.cisco.com/msmith/profile</url>

JavaScript 通知
カスタム埋め込みタブに JavaScript通知を実装できます。このトピックでは、JavaScript通知用に
クライアントが提供するメソッドについて説明します。また、通知のテストに使用できるJavaScript
フォームの例についても説明します。非同期サーバコールに対する JavaScript通知の実装方法と
他のカスタム実装に関する説明は、このマニュアルでは取り扱いません。詳細については、該当

する JavaScriptのマニュアルを参照してください。

通知メソッド

Cisco Jabberには、JavaScript通知の次のメソッドを提供するインターフェイスが含まれています。
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SetNotificationBadge

JavaScriptでクライアントからこのメソッドを呼び出します。このメソッドは、次のいずれ
かの文字列値を取得します。

•空

空の値により、既存の通知バッジが削除されます。

• 0～ 999の数字

• 2桁の英数字の組み合わせなど（例：A1）

onPageSelected

クライアントは、ユーザがカスタム埋め込みタブを選択するとこのメソッドを呼び出しま

す。

onPageDeselected

クライアントは、ユーザが別のタブを選択するときにこのメソッドを呼び出します。

JavaScript の例

次に、1～ 999の数字を入力できるフォームを表示するために JavaScriptを使用する HTMLの例
を示します。
<html>
<head>
<script type="text/javascript">
function onPageSelected()
{
window.external.SetNotificationBadge("");

}
function onPageDeselected()
{
window.external.SetNotificationBadge("");

}
function addBadge()
{
var cell = document.getElementById("badgeid");
window.external.SetNotificationBadge(cell.value);

}
</script>

</head>
<body>
<form onsubmit="addBadge()" >
Badge: <input type="text" name="value" id="badgeid"/><br />
<input type="submit" value="Submit">
</form>

</body>
</html>

この例の JavaScriptフォームをテストするには、前述の例を HTMLページにコピーしてから、そ
のページをカスタム埋め込みタブとして指定します。

カスタムタブでのコールイベントの表示

カスタムタブでのコールイベントの表示するために、次の JavaScript関数を使用できます。
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OnTelephonyConversationStateChanged

テレフォニーサービスの APIにより、クライアントはカスタム埋め込みタブでコールイベ
ントを表示することができます。カスタムタブは、

OnTelephonyConversationStateChangedの JavaScript関数を実行できます。クライ
アントは、テレフォニー会話の状態が変化するたびに、この機能をコールします。この機

能により、クライアントがコールイベントを取得するために解析する JSONの文字列を受
け入れます。

次のスニペットは、コールイベントを保持する JSONを示します。
{

"conversationId": string,
"acceptanceState": "Pending" | "Accepted| | "Rejected",
"state": "Started" | "Ending" | "Ended",
"callType": "Missed" | "Placed" | "Received" | "Passive" | "Unknown",
"remoteParticipants": [{participant1}, {participant2}, …, {participantN}],
"localParticipant": {
}

}

JSONの各参加オブジェクトは、次のプロパティを有します。
{

"voiceMediaDisplayName": "<displayName>",
"voiceMediaNumber": "<phoneNumber>",
"translatedNumber": "<phoneNumber>",
"voiceMediaPhoneType": "Business" | "Home" | "Mobile" | "Other" | "Unknown",
"voiceMediaState": "Active" | "Inactive" | "Pending" | "Passive" | "Unknown",

}

次は、カスタム埋め込みタブでこの機能を実行する例です。この例では、stateおよび
acceptanceStateプロパティの値を取得し、カスタムタブで示しています。

function OnTelephonyConversationStateChanged(json) {
console.log("OnTelephonyConversationStateChanged");

try {
var conversation = JSON.parse(json);

console.log("conversation id=" + conversation.conversationId);
console.log("conversation state=" + conversation.state);
console.log("conversation acceptanceState=" + conversation.acceptanceState);
console.log("conversation callType=" + conversation.callType);

}
catch(e) {
console.log("cannot parse conversation:" + e.message);

}
}

次は、すべての可能なフィールドでこの機能を実行する例です。

function OnTelephonyConversationStateChanged(json) {
console.log("OnTelephonyConversationStateChanged");

try {
var conversation = JSON.parse(json);

console.log("conversation state=" + conversation.state);
console.log("conversation acceptanceState=" + conversation.acceptanceState);
console.log("conversation callType=" + conversation.callType);

for (var i=0; i<conversation.remoteParticipants.length; i++) {
console.log("conversation remoteParticipants[" + i + "]=");
console.log("voiceMediaDisplayName=" +

conversation.remoteParticipants[i].voiceMediaDisplayName);
console.log("voiceMediaNumber=" +

conversation.remoteParticipants[i].voiceMediaNumber);
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console.log("translatedNumber=" +
conversation.remoteParticipants[i].translatedNumber);

console.log("voiceMediaPhoneType=" +
conversation.remoteParticipants[i].voiceMediaPhoneType);

console.log("voiceMediaState=" +
conversation.remoteParticipants[i].voiceMediaState);

}

console.log("conversation localParticipant=");
console.log(" voiceMediaDisplayName=" +

conversation.localParticipant.voiceMediaDisplayName);
console.log(" voiceMediaNumber=" + conversation.localParticipant.voiceMediaNumber);

console.log(" translatedNumber=" + conversation.localParticipant.translatedNumber);

console.log(" voiceMediaPhoneType=" +
conversation.localParticipant.voiceMediaPhoneType);

console.log(" voiceMediaState=" + conversation.localParticipant.voiceMediaState);
}
catch(e) {
console.log("cannot parse conversation:" + e.message);

}
}

カスタム埋め込みタブの例

次は、1つの埋め込みタブを持つコンフィギュレーションファイルの例です。
<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>
<config version="1.0">
<Client>
<jabber-plugin-config>
<browser-plugin>
<page refresh="true" preload="true">
<tooltip>Cisco</tooltip>
<icon>http://www.cisco.com/web/fw/i/logo.gif</icon>
<url>www.cisco.com</url>
</page>
</browser-plugin>
</jabber-plugin-config>
</Client>
</config>
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